
農
地
集
積
協
力
金
の
継
続
を

民
主
・
戸
別
所
得

W
Tが
議
論

農
委
会
の
リ

l
ド
役
に
期
待
も

民
主
党
の
農
林
水
産
部
門
会

議
戸
別
所
得
補
償
制
度
検
討
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
1
ム
(
石
山
敬
貫

座
長
)
は

1
月
お
目
、

2
0
1

2
年
度
の
目
玉
予
算
の
新
顎
就

農
対
策
と
農
地
集
積
対
策
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

農
地
の
出
し
手
を
支
援
す
る

農
地
集
積
協
力
金
に
つ
い
て
、

出
席
議
員
か
ら
は
「
(
現
場
の

た
め
に
)
せ
め
て
3
1
5年
は

制
度
を
維
持
す
る
乙
と
が
必

要
」
「
果
樹
を
対
象
と
す
る
よ

う
検
討
す
る
余
地
は
な
い
の

か
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

農
水
省
は
「
5
年
、
叩
年
と
安

定
的
に
続
り
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
、
樹
園
地
に
つ
い

て
は
「
ど
う
い
う
制
度
に
す
れ

ば
流
動
化
が
進
む
か
、
次
年
度

に
向
け
て
よ
く
考
え
た
い
」
と

回
答
し
た
。

一
方
、
就
農
前
後
の
所
得
を

確
保
す
る
青
年
就
農
給
付
金
の

「
経
営
開
始
型
」
が
農
地
の
権

利
や
生
産
物
の
出
荷
・
取
引
を

本
人
名
義
に
変
更
す
る
こ
と
を

要
件
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
「
あ
ま
り
に
厳
し
い
。
ソ

フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
」

「
親
元
就
農
で
は
、
少
な
い
所

得
を
分
け
合
っ
て
生
活
し
て
い

一る
ケ
l
ス
も
あ
り
、
い
ず
れ
独

立
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
閣
の

支
援
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
同
省
は
、
概
算
要

求
段
階
で
親
元
就
農
を
認
め
て

い
な
か
っ
た
経
緯
を
説
明
し
、

「
一
定
の
条
件
を
付
け
て
給
付

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
」
と

述
べ
、
理
解
を
求
め
た
。

「
人
・
農
地
ア
ラ
ン
」
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
話
し

合
い
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
の

不
足
を
懸
念
す
る
声
が
上
が

り
、
同
省
は
、
農
業
委
員
会
や

J

A
な
ど
の
活
動
に
期
待
を
述

べ
た
。
地
域
の
話
し
合
い
で
、

中
心
と
な
る
経
営
体
を
個
別
農

家
に
す
る
か
、
集
落
営
農
と
す

る
か
、
調
整
が
困
難
な
場
合
は
、

「
農
水
省
が
個
別
に
濃
密
な
指

導
を
し
た
い
」
と
も
明
言
し
た
。
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